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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
地点を示す地点情報を有する地図情報が格納される地図情報格納部と、
現在位置を示す位置情報である現在位置情報を取得する現在位置情報取得部と、
時間に関する条件であり、時間を示す時間情報を含む時間条件を有するユーザの指示であ
り、地点を検索するユーザの指示である地点検索指示を受け付ける受付部と、
前記地図情報が有する各地点情報について、前記現在位置情報が示す現在位置と、当該各
地点情報が示す各地点との間を移動するに要する時間を算出する時間算出部と、
前記受付部が受け付けた地点検索指示が有する時間条件から前記時間情報を取得し、当該
時間情報に、予め決められた時間の幅に関する情報である時間幅情報を加算して、時間に
関する時間条件を作成する時間条件作成部と、
地点に関する条件であり、地点情報から地点情報を取得するための条件である２以上の絞
込条件が、優先順位を示す優先順位情報が対応付いて格納される絞込条件格納部と、
前記時間算出部が算出した時間が、前記時間条件作成部が作成した時間条件に合致する時
間であり、かつ、前記２以上の各絞込条件に対応付いている優先順位情報が予め決められ
た条件に合致する２以上の各絞込条件に合致する地点情報を、前記地図情報格納部から取
得する地点情報取得部と、
前記地点情報取得部が取得した地点情報を出力する出力部とを備え、
前記受付部は、前記出力部が出力した地点情報のうちのいずれかの地点情報を選択するユ
ーザの指示である地点選択指示を受け付け、
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前記現在位置情報が示す位置から、前記地点選択指示により選択された地点情報が示す地
点までの経路を探索し、当該経路を示す経路情報を取得する経路探索部をさらに備え、
前記出力部は、
前記経路探索部が取得した経路情報をも出力するナビゲーション装置。
【請求項２】
前記絞込条件は、地点情報に優先順位を付与するための条件でもあり、
前記地点情報取得部は、
前記絞込条件に従い、取得した各地点情報に優先順位を示す優先順位情報を対応付け、
前記出力部は、
前記地点情報取得部が取得した地点情報を、当該各地点情報に対応付いている優先順位情
報が示す優先順位の順に出力する請求項１に記載のナビゲーション装置。
【請求項３】
地点を示す地点情報を有する地図情報が格納される地図情報格納部と、
地点に関する条件であり、地点情報から地点情報を取得するための条件である２以上の絞
込条件が、優先順位を示す優先順位情報が対応付いて格納される絞込条件格納部と、
現在位置情報取得部と、受付部と、時間算出部と、時間条件作成部と、絞込条件格納部と
、地点情報取得部と、出力部と、経路探索部とを用いて行われるナビゲーション方法であ
って、
前記現在位置情報取得部が、
現在位置を示す位置情報である現在位置情報を取得する現在位置情報取得ステップと、
前記受付部が、
時間に関する条件であり、時間を示す時間情報を含む時間条件を有するユーザの指示であ
り、地点を検索するユーザの指示である地点検索指示を受け付ける受付ステップと、
前記時間算出部が、
前記地図情報が有する各地点情報について、前記現在位置情報が示す現在位置と、当該各
地点情報が示す各地点との間を移動するに要する時間を算出する時間算出ステップと、
前記時間条件作成部が、
前記受付部が受け付けた地点検索指示が有する時間条件から前記時間情報を取得し、当該
時間情報に、予め決められた時間の幅に関する情報である時間幅情報を加算して、時間に
関する時間条件を作成する時間条件作成ステップと、
前記地点情報取得部が、
前記時間算出部が算出した時間が、前記時間条件作成部が作成した時間条件に合致する時
間であり、かつ、前記２以上の各絞込条件に対応付いている優先順位情報が予め決められ
た条件に合致する２以上の各絞込条件に合致する地点情報を、前記地図情報格納部から取
得する地点情報取得ステップと、
前記出力部が、
前記地点情報取得部が取得した地点情報を出力する出力ステップと、
前記受付部が、
前記出力部が出力した地点情報のうちのいずれかの地点情報を選択するユーザの指示であ
る地点選択指示を受け付けるステップと、
前記経路探索部が、
前記現在位置情報が示す位置から、前記地点選択指示により選択された地点情報が示す地
点までの経路を探索し、当該経路を示す経路情報を取得する経路探索ステップと、
前記出力部が、
前記経路探索部が取得した経路情報をも出力するステップとを具備するナビゲーション方
法。
【請求項４】
地点を示す地点情報を有する地図情報が格納される地図情報格納部と、地点に関する条件
であり、地点情報から地点情報を取得するための条件である２以上の絞込条件が、優先順
位を示す優先順位情報が対応付いて格納される絞込条件格納部とにアクセス可能なコンピ
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ュータを、
現在位置を示す位置情報である現在位置情報を取得する現在位置情報取得部として、
時間に関する条件であり、時間を示す時間情報を含む時間条件を有するユーザの指示であ
り、地点を検索するユーザの指示である地点検索指示を受け付ける受付部として、
前記地図情報が有する各地点情報について、前記現在位置情報が示す現在位置と、当該各
地点情報が示す各地点との間を移動するに要する時間を算出する時間算出部として、
前記受付部が受け付けた地点検索指示が有する時間条件から前記時間情報を取得し、当該
時間情報に、予め決められた時間の幅に関する情報である時間幅情報を加算して、時間に
関する時間条件を作成する時間条件作成部として、
前記時間算出部が算出した時間が、前記時間条件作成部が作成した時間条件に合致する時
間であり、かつ、前記２以上の各絞込条件に対応付いている優先順位情報が予め決められ
た条件に合致する２以上の各絞込条件に合致する地点情報を、前記地図情報格納部から取
得する地点情報取得部として、
前記地点情報取得部が取得した地点情報を出力する出力部として、
機能させ、
さらに、
前記受付部は、前記出力部が出力した地点情報のうちのいずれかの地点情報を選択するユ
ーザの指示である地点選択指示を受け付けるものとして、
前記現在位置情報が示す位置から、前記地点選択指示により選択された地点情報が示す地
点までの経路を探索し、当該経路を示す経路情報を取得する経路探索部として、
前記出力部は、前記経路探索部が取得した経路情報をも出力するものとして、
機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ナビゲーション装置等に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ユーザが設定した目的地までの経路を探索する車載用のナビゲーション装置等が
開発されている（非特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００３】
【非特許文献１】“楽ナビ”、［online］、パイオニア株式会社、［２０１３年２月５日
検索］、インターネット［URL；http://pioneer.jp/carrozzeria/rakunavi/］
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来の車載用のナビゲーション装置等では、ユーザが指定した時間内に往復することな
どが可能な地点を、目的地の候補としてユーザに提示することができなかった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本第一の発明のナビゲーション装置は、地点を示す１以上の地点情報を有する地図情報
が格納される地図情報格納部と、現在位置を示す位置情報である現在位置情報を取得する
現在位置情報取得部と、時間に関する条件である時間条件を有する指示であり、地点を検
索する指示である地点検索指示と、地点を選択する指示である地点選択指示とを受け付け
る受付部と、地図情報が有する１以上の各地点情報について、現在位置情報が示す現在位
置と、１以上の各地点情報が示す１以上の各地点との間を移動するに要する時間を算出す
る時間算出部と、時間算出部が算出した時間が、受付部が受け付けた地点検索指示が有す
る時間条件に合致する時間である１以上の地点情報を、地図情報格納部から取得する地点
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情報取得部と、地点情報取得部が取得した１以上の地点情報を出力する出力部と、現在位
置情報が示す位置から、出力部が出力している１以上の地点情報のいずれかであり、地点
選択指示により選択された地点情報が示す地点までの経路を探索し、経路を示す経路情報
を取得する経路探索部とを備え、出力部は、経路探索部が取得した経路情報をも出力する
ナビゲーション装置である。
【０００６】
　このような構成により、ユーザが指定した時間内に往復することなどが可能な地点を、
目的地の候補としてユーザに提示することができる。
【０００７】
　また、本第二の発明のナビゲーション装置は、第一の発明に対して、地図情報は、１以
上の各地点における滞在時間を示す滞在時間情報を有し、時間条件は、往復の時間と滞在
の時間との合計である往復滞在時間に関する条件であり、時間算出部は、地図情報が有す
る１以上の各地点情報について、１以上の各地点情報に対応する滞在時間情報を用いて、
往復滞在時間を算出するナビゲーション装置である。
【０００８】
　このような構成により、ユーザが指定した時間内に往復および滞在することが可能な地
点を、目的地の候補としてユーザに提示することができる。
【０００９】
　また、本第三の発明のナビゲーション装置は、第一の発明に対して、時間条件は、往復
の時間である往復時間に関する条件であり、時間算出部は、地図情報が有する１以上の各
地点情報について、往復時間を算出するナビゲーション装置である。
【００１０】
　このような構成により、ユーザが指定した時間内に往復することが可能な地点を、目的
地の候補としてユーザに提示することができる。
【００１１】
　また、本第四の発明のナビゲーション装置は、第一から第三いずれか１つの発明に対し
て、時間条件は、時間を示す時間情報を有し、時間条件が有する時間情報を用いて、予め
決められた時間の幅に関する条件である時間条件を作成する時間条件作成部をさらに備え
、地点情報取得部は、時間算出部が算出した時間が、時間条件作成部が作成した時間条件
に合致する時間である１以上の地点情報を、地図情報格納部から取得するナビゲーション
装置である。
【００１２】
　このような構成により、ユーザが指定した時間を基準とする時間の幅内に往復すること
などが可能な地点を、目的地の候補としてユーザに提示することができる。
【００１３】
　また、本第五の発明のナビゲーション装置は、第一から第四いずれか１つの発明に対し
て、地点に関する条件であり、１以上の地点情報から１以上の地点情報を取得するための
条件である絞込条件が格納される絞込条件格納部をさらに備え、地点情報取得部は、時間
算出部が算出した時間が、時間条件に合致する時間であり、かつ、絞込条件に合致する１
以上の地点情報を、地図情報格納部から取得するナビゲーション装置である。
【００１４】
　このような構成により、ユーザが指定した時間内に往復することなどが可能な地点のう
ち、予め決められた条件に合致する地点を、目的地の候補としてユーザに提示することが
できる。
【００１５】
　また、本第六の発明のナビゲーション装置は、第五の発明に対して、絞込条件は、ユー
ザの運勢に合致することであり、ユーザの運勢を示す運勢情報が格納される運勢情報格納
部をさらに備え、地点情報取得部は、時間算出部が算出した時間が、時間条件に合致する
時間であり、かつ、運勢情報が示すユーザの運勢に合致する１以上の地点情報を、地図情
報格納部から取得するナビゲーション装置である。
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【００１６】
　このような構成により、ユーザが指定した時間内に往復することなどが可能な地点のう
ち、ユーザの運勢に合致する地点を、目的地の候補としてユーザに提示することができる
。
【００１７】
　また、本第七の発明のナビゲーション装置は、第五の発明に対して、絞込条件は、予め
決められた選択方法により選択されることであり、予め決められた選択方法を示す選択情
報が格納される選択情報格納部をさらに備え、地点情報取得部は、時間算出部が算出した
時間が、時間条件に合致する時間であり、かつ、選択情報が示す選択方法により選択され
る１以上の地点情報を取得するナビゲーション装置である。
【００１８】
　このような構成により、ユーザが指定した時間内に往復することなどが可能な地点のう
ち、予め決められた選択方法により選択される地点を、目的地の候補としてユーザに提示
することができる。
【００１９】
　また、本第八の発明のナビゲーション装置は、第五から第七いずれか１つの発明に対し
て、絞込条件格納部には、２以上の絞込条件が格納され、２以上の各絞込条件には、優先
順位を示す優先順位情報が対応付いており、地点情報取得部は、時間算出部が算出した時
間が、時間条件に合致する時間であり、かつ、２以上の各絞込条件に対応付いている優先
順位情報が予め決められた条件に合致する２以上の各絞込条件に合致する１以上の地点情
報を取得するナビゲーション装置である。
【００２０】
　このような構成により、ユーザが指定した時間内に往復することなどが可能な地点のう
ち、予め決められた条件に合致する地点を、当該条件の優先順位の順に、目的地の候補と
してユーザに提示することができる。
【００２１】
　また、本第九の発明のナビゲーション装置は、第五から第八いずれか１つの発明に対し
て、絞込条件は、１以上の地点情報に優先順位を付与するための条件でもあり、地点情報
取得部は、絞込条件に従い、取得した１以上の各地点情報に優先順位を示す優先順位情報
を対応付け、出力部は、地点情報取得部が取得した１以上の地点情報を、各地点情報に対
応付いている優先順位情報が示す優先順位の順に出力するナビゲーション装置である。
【００２２】
　このような構成により、ユーザが指定した時間内に往復することなどが可能な地点のう
ち、予め決められた優先順位に合致する地点を、目的地の候補としてユーザに提示するこ
とができる。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によるナビゲーション装置等によれば、ユーザが指定した時間内に往復すること
などが可能な地点を、目的地の候補としてユーザに提示することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】実施の形態１におけるナビゲーション装置１のブロック図
【図２】同ナビゲーション装置１の全体動作について説明するフローチャート
【図３】同地点情報の取得処理について説明するフローチャート
【図４】同絞込条件に合致する地点情報の取得処理について説明するフローチャート
【図５】同地点情報の例を示す図
【図６】同絞込条件の例を示す図
【図７】同地点情報の例を示す図
【図８】同地点情報の出力例を示す図
【図９】同経路情報の出力例を示す図
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【図１０】上記実施の形態におけるコンピュータシステムの概観図
【図１１】上記実施の形態におけるコンピュータシステムのブロック図
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、本発明によるナビゲーション装置等の実施形態について図面を参照して説明する
。なお、実施の形態において同じ符号を付した構成要素は同様の動作を行うので、再度の
説明を省略する場合がある。また、本実施の形態において説明する各情報の形式、内容な
どは、あくまで例示であり、各情報の持つ意味を示すことができれば、形式、内容などは
問わない。
【００２６】
　（実施の形態１）
　本実施の形態において、指定された時間内に往復することなどが可能な地点を検索し、
当該検索した地点を目的地の候補として出力するナビゲーション装置１について説明する
。
【００２７】
　なお、本実施の形態におけるナビゲーション装置１は、例えば、カーナビゲーションシ
ステムや、ナビゲーション機能を備える携帯端末などである。また、ナビゲーション装置
１は、通常、移動体に搭載される。移動体は、例えば、自動車や、バイクなどである。ま
た、移動体には、人が含まれてもよい。
【００２８】
　図１は、本実施の形態におけるナビゲーション装置１のブロック図である。ナビゲーシ
ョン装置１は、地図情報格納部１０１、絞込条件格納部１０２、運勢情報格納部１０３、
選択情報格納部１０４、現在位置情報取得部１０５、受付部１０６、時間条件作成部１０
７、時間算出部１０８、経路探索部１０９、地点情報取得部１１０、出力部１１１を備え
る。
【００２９】
　地図情報格納部１０１には、地図を示す地図情報が格納される。当該地図の種類は、問
わない。また、地図情報は、通常、カーナビゲーションで用いられるＫＩＷＩフォーマッ
トのものである。また、地図情報は、例えば、いわゆるラスタデータや、いわゆるベクタ
データであってもよい。
【００３０】
　また、地図情報は、通常、地点を示す１以上の地点情報を有する。当該地点は、通常、
地図上の地点である。また、当該地点の種類は、問わない。当該地点は、例えば、観光名
所や、公園、テーマパーク、ランドマーク、駅などである。また、地点情報は、少なくと
も、地点の位置を示す位置情報を有する。当該位置は、通常、経緯度である。また、当該
位置は、例えば、高度（高さ）を含んでもよい。また、地点情報は、例えば、地点情報を
識別する識別子や、地点の名称を示す名称情報、地点の色を示す色情報、地点の種類を示
す種類情報などを有していてもよい。当該「種類」は、例えば、「ジャンル」や、「カテ
ゴリ」などと呼んでもよい。また、種類情報は、１以上の地点情報を１以上のグループに
分類することができる情報であれば、その内容や形式などは、問わない。種類情報は、例
えば、「観光名所」や、「テーマパーク」、「ランドマーク」などである。
【００３１】
　また、地図情報は、通常、道路を示す１以上の道路情報を有する。当該道路は、通常、
地図上の道路である。また、当該道路の種類は、問わない。当該道路の種類は、例えば、
高速道路や、一般道路、国道、県道などである。また、道路情報は、例えば、道路を識別
する道路識別子や、道路の制限速度（法定速度）を示す制限速度情報、道路の始点の位置
を示す始点位置情報、道路の終点の位置を示す終点位置情報、道路の経由地の位置を示す
経由位置情報、接続している道路を識別する接続道路識別子、道路の始点から終点までの
距離を示す距離情報などを有する。道路識別子は、例えば、任意のＩＤや、道路の名称な
どである。起点位置情報、終点位置情報、経由位置情報は、位置情報である。
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【００３２】
　また、地図情報は、例えば、地点における平均的な滞在時間を示す滞在時間情報を有し
ていてもよい。この場合、当該滞在時間情報は、例えば、地点情報が有していてもよいし
、地点情報に対応付いていてもよいし、種類情報に対応付いていてもよい。
【００３３】
　絞込条件格納部１０２には、１または２以上の絞込条件が格納される。絞込条件とは、
１以上の地点情報から１以上の地点情報を取得するための条件である。また、絞込条件は
、通常、地点に関する条件である。
【００３４】
　絞込条件は、例えば、ユーザの運勢に合致することである。ユーザの運勢とは、例えば
、運気の上がる方位（方角）や、ラッキーカラー、ラッキーアイテムなどである。また、
当該ユーザの運勢は、通常、運勢情報により示される。また、当該運勢情報は、通常、後
述の運勢情報格納部１０３に格納されている。例えば、方位に関するユーザの運勢に合致
することを意味する絞込条件は、例えば、「運気上昇方位」や、「運気（方位）」などで
ある。また、例えば、色に関するユーザの運勢に合致することを意味する絞込条件は、例
えば、「ラッキーカラー」や、「運気（色）」などである。
【００３５】
　また、絞込条件は、例えば、予め決められた選択方法により選択されることである。予
め決められた選択方法とは、例えば、乱数や、あみだくじ、ルーレットなどである。また
、当該選択方法は、通常、選択情報により示される。また、当該選択情報は、通常、後述
の選択情報格納部１０４に格納されている。例えば、乱数により選択されることを意味す
る絞込条件は、例えば、「乱数」や、「選択（乱数）」などである。また、例えば、あみ
だくじにより選択されることを意味する絞込条件は、例えば、「あみだくじ」や、「選択
（あみだくじ）」などである。また、例えば、ルーレットにより選択されることを意味す
る絞込条件は、例えば、「ルーレット」や、「選択（ルーレット）」などである。
【００３６】
　また、絞込条件は、例えば、１以上の地点情報に優先順位を付与するための条件を含ん
でもよい。これは、つまり、絞込条件は、１以上の地点情報に優先順位を付与するための
条件でもあることを意味する。また、「優先順位が付与される」とは、具体的に、地点情
報に、優先順位を示す優先順位情報が対応付けられることである。また、この場合、絞込
条件は、優先順位情報により示される順序を示す情報（以下、適宜、順序情報）を有する
。当該順序情報は、例えば、現在位置との時間や、滞在時間、現在位置との距離、種類な
どの昇順または降順に、優先順位を付与することを示す。また、地点情報に対応付けられ
た優先順位情報は、例えば、地点情報が出力される順序や、地点情報が取得される順序な
どを示す。また、優先順位情報は、いわゆる優先順位を示すことができれば、形式や内容
などは、問わない。
【００３７】
　また、絞込条件は、例えば、地点情報に関する条件であってもよい。地点情報に関する
条件とは、例えば、地点の種類が予め決められた種類であることや、地点の位置が予め決
められた地図上の領域（範囲）内であることなどである。
【００３８】
　また、絞込条件には、優先順位情報が対応付いていてもよい。この場合、当該優先順位
情報は、例えば、絞込条件を１以上の地点情報に適用する順序や、１以上の地点情報の際
に用いる絞込条件の順序などを示す。
【００３９】
　運勢情報格納部１０３には、運勢情報が格納される。運勢情報とは、ユーザの運勢を示
す情報である。また、運勢情報格納部１０３には、通常、１種類以上の運勢情報が格納さ
れる。また、運勢情報格納部１０３には、例えば、同一種類の２以上の運勢情報が格納さ
れてもよい。
【００４０】



(8) JP 6353191 B2 2018.7.4

10

20

30

40

50

　選択情報格納部１０４には、選択情報が格納される。選択情報とは、予め決められた選
択方法を示す情報である。選択情報は、例えば、乱数や、乱数を返す関数、あみだくじを
実現する関数、ルーレットを実現する関数、乱数を発生させるプログラム、あみだくじを
実現するプログラム、ルーレットを実現するプログラムなどである。また、選択情報格納
部１０４には、１以上の選択情報が格納されてもよい。
【００４１】
　現在位置情報取得部１０５は、現在位置を示す位置情報である現在位置情報を取得する
。現在位置情報取得部１０５は、通常、定期的に現在位置情報を取得する。また、現在位
置情報取得部１０５は、通常、衛星航法システム（ＧＰＳ受信機など）や、移動体通信用
の基地局から位置情報を受信する装置などから、現在位置情報を取得する。この場合、現
在位置情報取得部１０５は、これらの装置を有していてもよいし、これらの装置で実現さ
れ得てもよい。また、現在位置情報取得部１０５の処理手順は、通常、ソフトウェアで実
現され、当該ソフトウェアはＲＯＭ等の記録媒体に記録されている。
【００４２】
　受付部１０６は、地点検索指示と、地点選択指示とを受け付ける。受け付けとは、タッ
チパネルや、キーボードなどの入力デバイスから入力された情報の受け付け、有線もしく
は無線の通信回線を介して送信された情報の受信、光ディスクや磁気ディスク、半導体メ
モリなどの記録媒体から読み出された情報の受け付けなどを含む概念である。
【００４３】
　また、地点検索指示とは、地点を検索する指示である。また、地点検索指示は、地点の
検索を開始するための指示であってもよい。地点検索指示は、時間に関する条件である時
間条件を有する。また、地点選択指示とは、地点を選択する指示である。また、地点選択
指示は、選択した地点までの経路探索、および当該地点までのルート案内を開始するため
の指示であってもよい。
【００４４】
　ここで、時間条件とは、時間情報を有する条件である。時間情報とは、時間を示す情報
である。また、地点検索指示が有する時間条件は、通常、１つの時間情報を有する。また
、当該時間条件は、例えば、２つの時間情報を有していてもよい。また、当該２つの時間
情報により、時間の幅が示される。
【００４５】
　また、当該時間情報が示す時間は、例えば、出発地と目的地を往復するに要する時間（
以下、適宜、往復時間）や、出発地と目的地を往復するに要する時間と目的地での滞在時
間とを加算した時間（以下、適宜、往復滞在時間）、出発地から目的地までの時間（以下
、適宜、片道時間）などである。
【００４６】
　従って、１つの時間情報を有する場合、当該時間条件は、例えば、往復時間が、当該時
間情報が示す時間以下であることや、往復滞在時間が、当該時間情報が示す時間以下であ
ることなどである。また、２つの時間情報を有する場合、当該時間条件は、例えば、往復
時間が、当該２つの時間情報が示す時間の幅以内であることや、往復滞在時間が、当該２
つの時間情報が示す時間の幅の下限以上かつ上限未満であることなどである。
【００４７】
　また、受付部１０６は、例えば、電源ＯＮの指示や、電源ＯＦＦの指示などを受け付け
てもよい。なお、受付部１０６がこれらの指示を受け付けた場合、ナビゲーション装置１
は、通常、当該受け付けた指示に応じた処理を行う。
【００４８】
　また、受付部１０６における情報や指示などの入力手段は、メニュー画面によるものや
、キーボードなど、何でもよい。受付部１０６は、メニュー画面の制御ソフトウェアや、
キーボード等の入力手段のデバイスドライバなどで実現され得る。
【００４９】
　時間条件作成部１０７は、時間情報と、時間幅情報とを用いて、時間の幅に関する時間
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条件を作成する。当該時間情報は、通常、地点検索指示が有する時間条件が有する時間情
報である。また、時間幅情報とは、時間の幅を示す情報であり、通常、時間条件作成部１
０７が保持している。また、時間条件作成部１０７が作成する時間条件は、通常、２つの
時間情報を有する時間条件である。
【００５０】
　ここで、時間幅情報は、通常、負、正負、正のいずれかの符号を有する時間情報である
。時間幅情報は、例えば、「－１時間」や、「±３０分」、「＋１時間」などである。
【００５１】
　例えば、時間条件作成部１０７は、まず、受付部１０６が受け付けた地点検索指示が有
する時間条件から、当該時間条件が有する時間情報を取得する。そして、時間条件作成部
１０７は、当該取得した時間情報に、保持している時間幅情報を加算し、２つの時間情報
を取得する。そして、時間条件作成部１０７は、取得した２つの時間情報を有する時間条
件を作成する。
【００５２】
　例えば、時間幅情報が負の符号のみを有する場合、時間条件作成部１０７は、時間条件
から取得した時間情報に、当該負の時間幅情報を加算し、当該加算前の時間情報と、加算
後の時間情報との２つの時間情報を取得する。例えば、時間幅情報が「－１時間」であり
、時間情報が「２時間」であるとする。この様な場合、時間条件作成部１０７は、当該正
の時間幅情報「－１時間」を、当該時間情報「２時間」に加算し、加算前の時間情報「２
時間」と、加算後の時間情報「１時間」とを取得する。
【００５３】
　また、例えば、時間幅情報が正負の符号を有する場合、時間条件作成部１０７は、時間
条件から取得した時間情報に、当該正、負のそれぞれの時間幅情報を加算し、加算後の２
つの時間情報を取得する。例えば、時間幅情報が「±３０分」であり、時間情報が「３時
間」であるとする。この様な場合、時間条件作成部１０７は、当該正の時間幅情報「＋３
０分」と、当該負の時間幅情報「－３０分」とのそれぞれを、当該時間情報「３時間」に
、加算し、２つの時間情報「３時間３０分」と、「２時間３０分」とを取得する。
【００５４】
　なお、時間幅情報が正の符号のみを有する場合の２つの時間情報の取得の方法や手順な
どは、時間幅情報が負の符号のみを有する場合の２つの時間情報の取得の方法や手順など
と同様であるので、説明を省略する。
【００５５】
　また、時間条件作成部１０７は、上記の様にして取得した２つの時間情報（それぞれ、
時間情報１、時間情報２とする）を用いて、時間条件「＄時間情報１＄以上＄時間情報２
＄以下」、または「＄時間情報１＄以上＄時間情報２＄未満」を作成する。なお、「＄時
間情報１＄」、「＄時間情報２＄」は、時間情報を代入するための変数である。また、取
得した２つの時間情報のうち、小さい方が時間情報１、大きい方が時間情報２であること
は、言うまでもない。また、作成する時間条件は、上記の意味を示すことができれば、形
式や内容などは、問わない。
【００５６】
　例えば、取得した２つの時間情報が、「２時間３０分」、「３時間３０分」であるとす
る。この様な場合、時間条件作成部１０７は、例えば、当該２つの時間情報を有する時間
条件「２時間３０分≦時間≦３時間３０分」を作成する。また、この場合、時間条件作成
部１０７は、例えば、時間条件「２時間３０分≦時間＜３時間３０分」を作成してもよい
。
【００５７】
　時間算出部１０８は、２つの地点間の時間を算出する。当該「２つの地点間の時間」と
は、２つの地点間を移動するのに要する時間のことである。また、当該「２つの地点」は
、「２つの位置」でもよい。また、当該「２つの地点」のうちのいずれか一方の地点は、
位置であってもよい。また、当該「移動する」とは、「走行する」でもよい。また、当該
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「時間を算出する」とは、通常、時間を示す時間情報を取得することである。また、当該
「移動するに要する時間」とは、通常、往復時間、往復滞在時間、片道時間のいずれかで
ある。
【００５８】
　時間算出部１０８は、通常、現在位置と、地図上の１以上の各地点との時間を算出する
。当該現在位置は、現在位置情報取得部１０５が取得した現在位置情報が示す現在位置で
ある。また、当該１以上の各地点は、地図情報格納部１０１に格納されている地図情報が
有する１以上の各地点情報が示す地点である。また、当該１以上の地点情報は、例えば、
地図情報が有するすべての地点情報であってもよいし、後述の出力部１１１が出力してい
る地図情報が有するすべての地点情報であってもよいし、後述の地点情報取得部１１０が
指定した１以上の地点情報であってもよいし、前述の絞込条件に合致する１以上の地点情
報であってもよい。また、時間算出部１０８は、通常、当該１以上の各地点情報ごとに、
当該地点情報が示す地点と現在位置との時間を算出する。
【００５９】
　例えば、一の地点情報について、時間算出部１０８は、通常、現在位置から当該一の地
点情報が示す地点までの経路を探索する。当該経路は、例えば、往復の経路や、片道の経
路などである。往復の経路を探索する場合、時間算出部１０８は、例えば、当該現在位置
が出発地および目的地であり、当該一の地点情報が示す地点が経由地である経路を探索す
る。また、往復の経路を探索する場合、時間算出部１０８は、例えば、片道の経路のみを
探索してもよい。また、片道の経路を探索する場合、時間算出部１０８は、通常、当該現
在位置が出発地であり、当該一の地点情報が示す地点が目的地である経路を探索する。そ
して、時間算出部１０８は、探索した経路を示す経路情報を取得する。
【００６０】
　経路情報は、通常、１以上の区間を有する。当該各区間は、通常、一の道路情報により
示される。つまり、経路情報は、通常、１以上の道路情報を有する情報である。従って、
時間算出部１０８は、当該経路情報が有する１以上の距離情報と、１以上の制限速度情報
とを用いて、当該経路情報が示す経路を移動するに要する時間を算出する。
【００６１】
　なお、時間を算出する際に用いる制限速度情報は、例えば、現在の速度を示す現在速度
情報であってもよい。この場合、現在速度情報は、通常、図示しない速度情報取得部が取
得する。速度情報取得部は、通常、速度センサや、速度計などの装置から、速度情報を取
得する。この場合、速度情報取得部は、例えば、これらの装置を有していてもよいし、こ
れらの装置で実現され得てもよい。また、速度情報取得部の処理手順は、通常、ソフトウ
ェアで実現され、当該ソフトウェアはＲＯＭ等の記録媒体に記録されている。
【００６２】
　また、当該経路の探索および経路情報の取得は、通常、後述の経路探索部１０９が行う
。このとき、時間算出部１０８は、通常、現在位置から当該一の地点情報が示す地点まで
の経路を探索することを、経路探索部１０９に指示する。
【００６３】
　また、時間算出部１０８は、例えば、２つの地点間の直線距離を移動するに要する時間
を算出してもよい。この場合、一の地点情報について、時間算出部１０８は、まず、現在
位置から当該一の地点情報が示す地点までの距離を算出する。当該「距離を算出する」と
は、通常、距離を示す距離情報を取得することである。そして、時間算出部１０８は、当
該距離情報と現在速度情報とを用いて、当該距離を移動するに要する時間を算出する。
【００６４】
　なお、距離情報と速度情報とを用いて時間を算出する方法や手順などは、公知であるの
で、説明を省略する。
【００６５】
　また、時間算出部１０８は、通常、時間条件が有する時間情報の種類に応じて、時間を
算出する。当該時間情報の種類とは、例えば、往復時間、往復滞在時間、片道時間のいず
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れかである。
【００６６】
　往復時間を算出する場合、時間算出部１０８は、例えば、まず、往復の経路を示す経路
情報を取得する。そして、時間算出部１０８は、当該往復の経路を示す経路情報を用いて
、往復時間を算出する。また、往復時間を算出する場合、時間算出部１０８は、例えば、
まず、片道の経路を示す経路情報を取得する。そして、時間算出部１０８は、当該片道の
経路を示す経路情報を用いて、片道時間を算出する。そして、時間算出部１０８は、当該
片道時間を２倍し、往復時間を算出する。
【００６７】
　また、往復滞在時間を算出する場合、時間算出部１０８は、例えば、まず、上記の様に
して往復時間を算出する。そして、時間算出部１０８は、当該往復時間に目的地での滞在
時間を加算する。なお、当該滞在時間は、地図情報が有する滞在時間情報が示す滞在時間
である。
【００６８】
　また、片道時間を算出する場合、時間算出部１０８は、例えば、上記の様にして片道時
間を算出する。
【００６９】
　経路探索部１０９は、通常、指定された２つの地点間の経路を探索する。そして、当該
経路を示す経路情報を取得する。なお、当該「２つの地点」は、「２つの位置」でもよい
。また、当該「２つの地点」のうちのいずれか一方の地点は、位置であってもよい。また
、経路探索部１０９は、通常、出発地として指定された地点から、目的地として指定され
た地点までの経路を探索する。また、当該地点を示す情報は、地点情報であり、当該位置
を示す情報は、位置情報である。
【００７０】
　具体的に、経路探索部１０９は、通常、出発地を示す地点情報（以下、適宜、出発地情
報）と、目的地を示す地点情報（以下、適宜、目的地情報）とを、地図情報格納部１０１
に格納されている地図情報に適用する。また、例えば、経由地も指定された場合、経路探
索部１０９は、当該経由地を示す地点情報（以下、適宜、経由地情報）も当該地図情報に
適用する。
【００７１】
　「出発地情報を地図情報に適用する」とは、当該出発地情報で示される地図上の地点を
、出発地とすることである。また、「目的地情報を地図情報に適用する」とは、当該目的
地情報で示される地図上の地点を、目的地とすることである。また、「経由地情報を地図
情報に適用する」とは、当該経由地情報で示される地図上の地点を、経由地とすることで
ある。
【００７２】
　そして、経路探索部１０９は、地図情報に適用した出発地情報が示す出発地から、地図
情報に適用した目的地情報が示す目的地までの経路を探索する。また、経路探索部１０９
は、例えば、経由地情報も地図情報に適用した場合は、当該出発地から当該経由地情報が
示す経由地を経由した当該目的地までの経路を探索する。そして、経路探索部１０９は、
上記の経路を示す経路情報を取得する。当該経路情報は、通常、出発地から目的地までの
経路を示す。また、当該経路情報は、例えば、出発地から経由地を経由した目的地までの
経路を示してもよい。
【００７３】
　なお、経路探索には、通常、最短経路問題の解法（アルゴリズム）を用いる。「最短経
路問題の解法」は、例えば、ダイクストラ法や、Ａ＊アルゴリズムなどである。これらの
解法は、公知であるので、詳細な説明を省略する。
【００７４】
　例えば、時間算出部１０８から指示があった場合、経路探索部１０９は、通常、現在位
置情報と、地図情報が有する１以上の地点情報のいずれかであり、時間算出部１０８が指
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定した地点情報とを地図情報に適用する。そして、経路探索部１０９は、当該現在位置情
報が示す位置から、当該地点情報が示す地点までの経路を探索する。
【００７５】
　また、例えば、受付部１０６が地点選択指示を受け付けた場合、経路探索部１０９は、
通常、現在位置情報と、当該地点選択指示により選択された地点情報とを地図情報に適用
する。そして、経路探索部１０９は、当該現在位置情報が示す位置から、当該地点情報が
示す地点までの経路を探索する。また、このとき、選択された地点情報に経路情報が対応
付いている場合、経路探索部１０９は、経路情報を取得しなくてもよい。
【００７６】
　地点情報取得部１１０は、地図情報格納部１０１から、通常、時間条件に合致する１以
上の地点情報を取得する。また、地点情報取得部１１０は、地図情報格納部１０１から、
例えば、時間条件および絞込条件に合致する１以上の地点情報を取得してもよい。当該時
間条件は、受付部１０６が受け付けた地点検索指示が有する時間条件、または、時間条件
作成部１０７が作成した時間条件である。また、当該絞込条件は、絞込条件格納部１０２
に格納されている絞込条件である。
【００７７】
　また、「時間条件に合致する地点情報」とは、前述の時間算出部１０８が算出した時間
が時間条件に合致する地点情報のことである。また、「絞込条件に合致する地点情報」と
は、絞込条件により指定される情報に合致する地点情報、または、絞込条件により指定さ
れる情報により選択される地点情報、または、絞込条件に合致する地点情報のことである
。「絞込条件により指定される情報」とは、例えば、運勢情報や、選択情報などである。
【００７８】
　具体的に、地点情報取得部１１０は、通常、時間算出部１０８が一の地点情報について
取得した時間情報が、時間条件に合致するか否かを判断する。そして、当該時間情報が当
該時間条件に合致する場合、地点情報取得部１１０は、当該地点情報を取得する。
【００７９】
　また、地点情報取得部１１０は、一の地点情報について、当該地点情報に関連する情報
や地点情報が有する情報などが、絞込条件により指定される情報に合致するか否かを判断
する。また、このとき、地点情報取得部１１０は、例えば、当該地点情報が、絞込条件に
より指定される情報により選択される地点情報に合致するか否かを判断してもよい。また
、このとき、地点情報取得部１１０は、例えば、当該地点情報が有する情報が、絞込条件
に合致するか否かを判断してもよい。そして、合致する場合に、地点情報取得部１１０は
、当該地点情報が絞込条件に合致すると判断し、当該地点情報を取得する。
【００８０】
　また、時間条件および絞込条件に合致する１以上の地点情報を取得する場合、これら２
つの条件の適用の順序は、問わない。つまり、地点情報取得部１１０は、例えば、時間条
件に合致する１以上の地点情報を、地図情報格納部１０１から取得し、当該１以上の地点
情報から、絞込条件に合致する１以上の地点情報を取得してもよい。また、地点情報取得
部１１０は、例えば、絞込条件に合致する１以上の地点情報を、地図情報格納部１０１か
ら取得し、当該１以上の地点情報から、時間条件に合致する１以上の地点情報を取得して
もよい。
【００８１】
　例えば、時間条件が「３時間≦往復時間≦４時間」であるとする。当該時間条件は、往
復時間が３時間以上４時間以下であることを意味する。この場合、時間算出部１０８は、
一の地点情報について、現在位置からの往復時間を示す時間情報を取得する。また、例え
ば、当該時間情報が「３時間３０分」であるとする。この様な場合、地点情報取得部１１
０は、当該時間情報が、当該時間条件に合致すると判断する。
【００８２】
　また、例えば、時間条件が「５時間３０分≦往復滞在時間＜６時間３０分」であるとす
る。当該時間条件は、往復滞在時間が５時間３０分以上６時間３０分未満であることを意
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味する。この場合、時間算出部１０８は、一の地点情報について、現在位置からの往復滞
在時間を示す時間情報を取得する。また、例えば、当該時間情報が「６時間１５分」であ
るとする。この様な場合、地点情報取得部１１０は、当該時間情報が、当該時間条件に合
致すると判断する。
【００８３】
　また、例えば、時間条件が「片道３時間以内」であるとする。この場合、時間算出部１
０８は、一の地点情報について、現在位置からの片道時間を示す時間情報を取得する。ま
た、例えば、当該時間情報が「２時間３０分」であるとする。この様な場合、地点情報取
得部１１０は、当該時間情報が、当該時間条件に合致すると判断する。
【００８４】
　また、例えば、絞込条件が「運気上昇方位」であるとする。当該絞込条件は、方位に関
するユーザの運勢に合致することを意味する。この場合、地点情報取得部１１０は、一の
地点情報について、現在位置からの方位を算出する。「方位を算出する」とは、方位を示
す方位情報を取得することである。また、２つの地点について、一方の地点からの他方の
地点の方位を算出する方法や手順などは、公知であるので、説明を省略する。また、この
場合、運勢情報格納部１０３には、通常、方位に関するユーザの運勢を示す運勢情報が格
納されている。そして、地点情報取得部１１０は、当該方位情報が、当該運勢情報に合致
するか否かを判断する。
【００８５】
　例えば、上記において、方位情報が「北」であり、運勢情報が「北」であるとする。こ
の場合、地点情報に関する情報である方位情報が、絞込条件により指定された情報である
運勢情報に合致する。従って、この様な場合、地点情報取得部１１０は、地点情報が絞込
条件に合致すると判断する。
【００８６】
　また、例えば、絞込条件が「ラッキーカラー」であるとする。当該絞込条件は、色に関
するユーザの運勢に合致することを意味する。この場合、地点情報取得部１１０は、一の
地点情報について、当該地点情報が有する色情報を取得する。また、この場合、運勢情報
格納部１０３には、通常、色に関するユーザの運勢を示す運勢情報が格納されている。そ
して、地点情報取得部１１０は、当該色情報が、当該運勢情報に合致するか否かを判断す
る。
【００８７】
　例えば、上記において、色情報が「赤」であり、運勢情報が「赤」であるとする。この
場合、地点情報が有する情報である色情報が、絞込条件により指定された情報である運勢
情報に合致する。従って、この様な場合、地点情報取得部１１０は、地点情報が絞込条件
に合致すると判断する。
【００８８】
　また、例えば、絞込条件が「乱数」であるとする。当該絞込条件は、乱数により選択さ
れることを意味する。この場合、選択情報格納部１０４には、通常、乱数を返す関数や、
乱数を発生させるプログラムなどの選択情報が格納されている。そして、地点情報取得部
１１０は、当該選択情報を用いて、当該選択情報により選択された地点情報を取得する。
【００８９】
　例えば、上記において、取得した乱数が「２」であるとする。この場合、当該乱数によ
り２番目の地点情報が選択される。従って、この様な場合、地点情報取得部１１０は、当
該２番目の地点情報が絞込条件に合致すると判断し、当該２番目の地点情報を取得する。
また、このとき、地点情報がソートされている順序は、問わない。当該順序は、例えば、
地点情報を識別する識別子の昇順または降順や、地点の名称を示す名称情報の昇順または
降順などである。
【００９０】
　また、例えば、絞込条件が「あみだくじ」であるとする。当該絞込条件は、あみだくじ
により選択されることを意味する。この場合、選択情報格納部１０４には、通常、あみだ
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くじを実現する関数や、あみだくじを実現するプログラムなどの選択情報が格納されてい
る。そして、地点情報取得部１１０は、当該選択情報を用いて、当該選択情報により選択
された地点情報を取得する。
【００９１】
　例えば、上記において、あみだくじにより２番目の地点情報が選択されたとする。この
様な場合、地点情報取得部１１０は、当該２番目の地点情報が絞込条件に合致すると判断
し、当該２番目の地点情報を取得する。また、このとき、地点情報がソートされている順
序は、問わない。当該順序は、例えば、地点情報を識別する識別子の昇順または降順や、
地点の名称を示す名称情報の昇順または降順などである。
【００９２】
　また、例えば、絞込条件が「種類＝ランドマーク」であるとする。当該絞込条件は、地
点の種類が「ランドマーク」であることを意味する。この場合、地点情報取得部１１０は
、種類情報「ランドマーク」を有する１以上の地点情報について、当該絞込条件に合致す
ると判断する。
【００９３】
　また、例えば、絞込条件格納部１０２に２以上の絞込条件が格納されている場合、地点
情報取得部１１０は、例えば、当該絞込条件に対応付いている優先順位情報に応じて、１
以上の地点情報を取得する。
【００９４】
　（１）優先順位情報が対応付いていない場合：この場合、地点情報取得部１１０は、時
間条件および２以上の絞込条件のすべてに合致する１以上の地点情報を取得する。また、
この場合、当該時間条件および２以上の絞込条件の適用の順序は、問わない。
【００９５】
　（２）優先順位情報が対応付いている場合：この場合、地点情報取得部１１０は、例え
ば、以下のいずれかの手順により、１以上の地点情報を取得する。
【００９６】
　（手順１）
（１－１）時間条件および２以上の絞込条件のいずれかに合致する１以上の地点情報の集
合を、当該２以上の絞込条件ごとに、２以上取得する。
（１－２）取得した２以上の各地点情報の集合に、当該地点情報の集合を取得した際に用
いた優先順位情報を対応付ける。
【００９７】
　（手順２）
（２－１）時間条件および２以上の絞込条件のすべてに合致する１以上の地点情報を取得
する。このとき、当該絞込条件に対応付いている優先順位情報が示す優先順位の順に、絞
込条件を適用する。
【００９８】
　また、上記（２）の場合において、地点情報取得部１１０は、予め決められた条件（以
下、適宜、優先順位条件）に合致する優先順位情報が対応付いている絞込条件のみを用い
て、１以上の地点情報を取得してもよい。当該優先順位条件とは、優先順位情報に関する
条件である。優先順位条件は、例えば、優先順位情報が示す順位が予め決められた順位以
上であることや、当該順位が予め決められた順位以上かつ予め決められた順位以下である
ことなどである。
【００９９】
　また、地点情報取得部１１０は、例えば、取得した１以上の各地点情報に、優先順位情
報を対応付けてもよい。この場合、地点情報取得部１１０は、通常、絞込条件に従い優先
順位情報を対応付ける。具体的に、地点情報取得部１１０は、絞込条件が有する順序情報
に従い優先順序情報を対応付ける。また、このとき、地点情報取得部１１０は、通常、当
該順序情報が示す順序を示すように、優先順位情報を対応付ける。
【０１００】
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　例えば、順序情報が「時間昇順」であるとする。この場合、地点情報取得部１１０は、
例えば、取得した１以上の地点情報に対し、時間算出部１０８が算出した時間の昇順を示
すように、優先順位情報を対応付ける。また、例えば、順序情報が「滞在時間降順」であ
るとする。この場合、地点情報取得部１１０は、例えば、取得した１以上の地点情報に対
し、当該地点情報に対応する滞在時間情報が示す滞在時間の昇順を示すように、優先順位
情報を対応付ける。また、例えば、順序情報が「距離降順」であるとする。この場合、地
点情報取得部１１０は、例えば、取得した１以上の地点情報に対し、時間算出部１０８が
時間を算出する際に算出した距離の降順を示すように、優先順位情報を対応付ける。また
、例えば、順序情報が「種類昇順」であるとする。この場合、地点情報取得部１１０は、
例えば、取得した１以上の地点情報に対し、当該地点情報が有する種類情報の昇順を示す
ように、優先順位情報を対応付ける。
【０１０１】
　出力部１１１は、１以上の地点情報、および経路情報を出力する。当該１以上の地点情
報は、地点情報取得部１１０が取得した地点情報である。また、当該経路情報は、経路探
索部１０９が取得した経路情報である。また、出力とは、ディスプレイへの表示、プロジ
ェクターを用いた投影、プリンタでの印字、音出力、外部の装置への送信、記録媒体への
蓄積、他の処理装置や他のプログラムなどへの処理結果の引渡しなどを含む概念である。
なお、送信や蓄積、処理結果の引渡しについては、出力対象が最終的にユーザに提示され
るものとする。
【０１０２】
　出力部１１１は、通常、地点情報取得部１１０が地点情報を取得した場合に、当該１以
上の地点情報を出力する。また、このとき、当該１以上の各地点情報に優先順位情報が対
応付いている場合、出力部１１１は、当該優先順位情報が示す優先順位の順に、当該１以
上の地点情報を出力する。また、当該出力時の様式や書式などは、問わない。
【０１０３】
　また、出力部１１１は、通常、経路探索部１０９が経路情報を取得した場合に、当該経
路情報を出力する。また、このとき、出力部１１１は、通常、地図情報格納部１０１に格
納されている地図情報と共に、経路情報を出力する。
【０１０４】
　また、例えば、受付部１０６が受け付けた地点選択指示により、出力している１以上の
地点情報のいずれかが選択された場合であり、当該選択された地点情報に経路情報が対応
付いている場合、出力部１１１は、当該経路情報を出力する。
【０１０５】
　また、出力部１１１は、ディスプレイやスピーカーなどの出力デバイスを含むと考えて
もよいし、含まないと考えてもよい。出力部１１１は、出力デバイスのドライバソフトま
たは、出力デバイスのドライバソフトと出力デバイスなどで実現され得る。
【０１０６】
　なお、地図情報格納部１０１、絞込条件格納部１０２、運勢情報格納部１０３、選択情
報格納部１０４は、不揮発性の記録媒体が好適であるが、揮発性の記録媒体でも実現可能
である。また、地図情報格納部１０１などに所定の情報が記憶される過程は、問わない。
例えば、当該所定の情報は、記録媒体や、通信回線、入力デバイスなどを介して地図情報
格納部１０１などに記憶されてもよい。
【０１０７】
　また、時間条件作成部１０７、時間算出部１０８、経路探索部１０９、地点情報取得部
１１０は、通常、ＭＰＵやメモリ等から実現され得る。また、時間条件作成部１０７など
の処理手順は、通常、ソフトウェアで実現され、当該ソフトウェアはＲＯＭ等の記録媒体
に記録されている。なお、時間条件作成部１０７などは、ハードウェア（専用回路）で実
現されてもよい。
【０１０８】
　次に、ナビゲーション装置１の全体動作について、フローチャートを用いて説明する。
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なお、所定の情報におけるｉ番目の情報は、「情報［ｉ］」と記載するものとする。図２
は、ナビゲーション装置１の全体動作を示すフローチャートである。
【０１０９】
　（ステップＳ２０１）ナビゲーション装置１は、受付部１０６が電源ＯＮの指示を受け
付けたか否かを判断する。受け付けた場合は、ステップＳ２０２に進み、そうでない場合
は、ステップＳ２０１に進む。
【０１１０】
　（ステップＳ２０２）ナビゲーション装置１は、電源ＯＮの処理を行う。当該処理は、
例えば、現在位置に対応する地図情報を表示することや、メニュー画面を表示することな
どである。
【０１１１】
　（ステップＳ２０３）現在位置情報取得部１０５は、現在位置情報の取得を開始する。
以降、現在位置情報取得部１０５は、通常、ナビゲーション装置１の電源がＯＦＦになる
まで、現在位置情報を定期的に取得し続ける。
【０１１２】
　（ステップＳ２０４）時間条件作成部１０７は、受付部１０６が地点検索指示を受け付
けたか否かを判断する。受け付けた場合は、ステップＳ２０５に進み、そうでない場合は
、ステップＳ２０９に進む。
【０１１３】
　（ステップＳ２０５）時間条件作成部１０７は、時間幅情報を保持しているか否かを判
断する。保持している場合は、ステップＳ２０６に進み、そうでない場合は、ステップＳ
２０７に進む。
【０１１４】
　（ステップＳ２０６）時間条件作成部１０７は、ステップＳ２０４で受け付けた地点検
索指示が有する時間条件と、保持している時間幅情報とを用いて、時間の幅に関する時間
条件を作成する。
【０１１５】
　（ステップＳ２０７）地点情報取得部１１０は、ステップＳ２０４で受け付けた地点検
索指示が有する時間条件またはステップＳ２０６で作成した時間条件を用いて、地図情報
格納部１０１から１以上の地点情報を取得する。この処理の詳細は、図３のフローチャー
トを用いて説明する。
【０１１６】
　（ステップＳ２０８）出力部１１１は、ステップＳ２０７で取得した１以上の地点情報
を出力する。
【０１１７】
　（ステップＳ２０９）経路探索部１０９は、出力部１１１が１以上の地点情報を出力中
であるか否かを判断する。出力中である場合は、ステップＳ２１０に進み、そうでない場
合は、ステップＳ２１５に進む。
【０１１８】
　（ステップＳ２１０）経路探索部１０９は、受付部１０６が地点選択指示を受け付けた
か否かを判断する。受け付けた場合は、ステップＳ２１１に進み、そうでない場合は、ス
テップＳ２１５に進む。
【０１１９】
　（ステップＳ２１１）経路探索部１０９は、ステップＳ２１０で受け付けた地点選択指
示により選択された地点情報を、出力部１１１が出力している地点情報から取得する。
【０１２０】
　（ステップＳ２１２）経路探索部１０９は、ステップＳ２１１で取得した地点情報に経
路情報が対応付いているか否かを判断する。対応付いている場合は、ステップＳ２１４に
進み、そうでない場合は、ステップＳ２１３に進む。
【０１２１】
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　（ステップＳ２１３）経路探索部１０９は、現在位置情報取得部１０５が取得した現在
位置情報と、ステップＳ２１１で取得した地点情報とを用いて、当該現在位置情報が示す
位置から当該地点情報が示す地点までの経路を探索する。そして、経路探索部１０９は、
当該経路を示す経路情報を取得する。
【０１２２】
　（ステップＳ２１４）出力部１１１は、ステップＳ２１１で取得した地点情報に対応付
いている経路情報、または、ステップＳ２１３で取得した経路情報を出力する。
【０１２３】
　（ステップＳ２１５）ナビゲーション装置１は、受付部１０６が電源ＯＦＦの指示を受
け付けたか否かを判断する。受け付けた場合は、ステップＳ２１６に進み、そうでない場
合は、ステップＳ２０４に戻る。
【０１２４】
　（ステップＳ２１６）ナビゲーション装置１は、電源ＯＦＦの処理を行う。そして、ス
テップＳ２０１に戻る。
【０１２５】
　なお、図２のフローチャートにおいて、電源オフや処理終了の割り込みにより処理を終
了してもよい。
【０１２６】
　図３は、図２のフローチャートのステップＳ２０７の地点情報の取得処理を示すフロー
チャートである。なお、図３のフローチャートにおいて、地図情報格納部１０１には、ｍ
個の地点情報を有する地図情報が格納されているものとする。
【０１２７】
　（ステップＳ３０１）地点情報取得部１１０は、カウンタｉに１をセットする。
【０１２８】
　（ステップＳ３０２）経路探索部１０９は、現在位置情報取得部１０５が取得した現在
位置情報と、地図情報が有する地点情報［ｉ］とを用いて、当該現在位置情報が示す位置
から当該地点情報が示す地点までの経路を探索する。そして、経路探索部１０９は、当該
経路を示す経路情報を取得する。
【０１２９】
　（ステップＳ３０３）時間算出部１０８は、ステップＳ３０２で取得した経路情報を用
いて、現在位置と地点情報［ｉ］が示す地点との時間を算出する。
【０１３０】
　（ステップＳ３０４）地点情報取得部１１０は、ステップＳ３０３で取得した時間が時
間条件に合致するか否かを判断する。合致する場合は、ステップＳ３０５に進み、そうで
ない場合は、ステップＳ３０６に進む。
【０１３１】
　（ステップＳ３０５）地点情報取得部１１０は、地点情報［ｉ］を取得する。なお、地
点情報取得部１１０は、当該取得の際に、ステップＳ３０２で取得した経路情報を対応付
けて、地点情報［ｉ］を取得してもよい。
【０１３２】
　（ステップＳ３０６）地点情報取得部１１０は、ｉがｍであるか否かを判断する。ｍで
ある場合は、ステップＳ３０８に進み、そうでない場合は、ステップＳ３０７に進む。
【０１３３】
　（ステップＳ３０７）地点情報取得部１１０は、ｉを１インクリメントし、ステップＳ
３０２に戻る。
【０１３４】
　（ステップＳ３０８）地点情報取得部１１０は、絞込条件格納部１０２に格納されてい
る絞込条件を用いて、ステップＳ３０５で取得した１以上の地点情報から１以上の地点情
報を取得する。この処理の詳細は、図４のフローチャートを用いて説明する。そして、上
位処理にリターンする。
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【０１３５】
　図４は、図３のフローチャートのステップＳ３０８の絞込条件に合致する地点情報の取
得処理を示すフローチャートである。なお、図４のフローチャートにおいて、絞込条件格
納部１０２には、ｍ個の絞込条件が格納されているものとする。また、地点情報取得部１
１０は、図３のフローチャートにおいてｘ個の地点情報を取得しているものとする。
【０１３６】
　（ステップＳ４０１）地点情報取得部１１０は、カウンタｉに１をセットする。
【０１３７】
　（ステップＳ４０２）地点情報取得部１１０は、カウンタｊに１をセットする。
【０１３８】
　（ステップＳ４０３）地点情報取得部１１０は、絞込条件格納部１０２に格納されてい
る絞込条件［ｉ］が、ユーザの運勢に合致することであるか否かを判断する。ユーザの運
勢に合致することである場合は、ステップＳ４０４に進み、そうでない場合は、ステップ
Ｓ４０６に進む。
【０１３９】
　（ステップＳ４０４）地点情報取得部１１０は、絞込条件［ｉ］に応じた情報を取得す
る。例えば、絞込条件［ｉ］が方位に関するユーザの運勢に合致することである場合、地
点情報取得部１１０は、地点情報［ｊ］について、現在位置からの方位を算出する。また
、例えば、絞込条件［ｉ］が色に関するユーザの運勢に合致することである場合、地点情
報取得部１１０は、地点情報［ｊ］から色情報を取得する。また、当該取得した情報を、
取得情報とする。
【０１４０】
　（ステップＳ４０５）地点情報取得部１１０は、ステップＳ４０４で取得した取得情報
が、運勢情報格納部１０３に格納されている運勢情報に合致するか否かを判断する。合致
する場合は、ステップＳ４０９に進み、そうでない場合は、ステップＳ４１２に進む。
【０１４１】
　（ステップＳ４０６）地点情報取得部１１０は、絞込条件［ｉ］が、予め決められた選
択方法により選択されることであるか否かを判断する。予め決められた規則性に合致する
ことである場合は、ステップＳ４０７に進み、そうでない場合は、ステップＳ４０８に進
む。
【０１４２】
　（ステップＳ４０７）地点情報取得部１１０は、地点情報［ｊ］が、選択情報格納部１
０４に格納されている選択情報に合致するか否かを判断する。例えば、当該選択情報が乱
数である場合、地点情報取得部１１０は、地点情報［ｊ］が当該乱数により選択されたも
のであるか否かを判断する。また、例えば、当該選択情報があみだくじである場合、地点
情報取得部１１０は、地点情報［ｊ］があみだくじにより選択されたものであるか否かを
判断する。そして、合致する場合は、ステップＳ４０９に進み、そうでない場合は、ステ
ップＳ４１２に進む。
【０１４３】
　（ステップＳ４０８）地点情報取得部１１０は、地点情報［ｊ］が有する情報が、絞込
条件［ｉ］に合致するか否かを判断する。合致する場合は、ステップＳ４０９に進み、そ
うでない場合は、ステップＳ４１２に進む。
【０１４４】
　（ステップＳ４０９）地点情報取得部１１０は、地点情報［ｊ］を取得する。
【０１４５】
　（ステップＳ４１０）地点情報取得部１１０は、絞込条件［ｉ］に優先順位情報が対応
付いているか否かを判断する。対応付いている場合は、ステップＳ４１１に進み、そうで
ない場合は、ステップＳ４１２に進む。
【０１４６】
　（ステップＳ４１１）地点情報取得部１１０は、ステップＳ４０９で取得した地点情報
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［ｊ］に、絞込条件［ｉ］に対応付いている優先順位情報である優先順位情報［ｉ］を対
応付ける。
【０１４７】
　（ステップＳ４１２）地点情報取得部１１０は、ｊがｘであるか否かを判断する。ｘで
ある場合は、ステップＳ４１４に進み、そうでない場合は、ステップＳ４１３に進む。
【０１４８】
　（ステップＳ４１３）地点情報取得部１１０は、ｊを１インクリメントし、ステップＳ
４０３に戻る。
【０１４９】
　（ステップＳ４１４）地点情報取得部１１０は、ｉがｍであるか否かを判断する。ｍで
ある場合は、上位処理にリターンし、そうでない場合は、ステップＳ４１５に進む。
【０１５０】
　（ステップＳ４１５）地点情報取得部１１０は、ｉを１インクリメントし、ステップＳ
４０２に戻る。
【０１５１】
　なお、図４のフローチャートにおいて、ステップＳ４１０およびステップＳ４１１の処
理による地点情報［ｊ］に対する優先順位情報［ｉ］の対応付けは、例えば、絞込条件［
ｉ］が有する順序情報に従い行ってもよい。この場合、地点情報取得部１１０は、例えば
、ステップＳ４１２のあとに、絞込条件［ｉ］が順序情報を有するか否かを判断し、有す
る場合に、取得した地点情報に対して優先順位情報を対応付ける。
【０１５２】
　また、上記で説明したナビゲーション装置１の全体動作は、あくまで一例である。つま
り、ナビゲーション装置１の全体動作は、上記の説明に限定されるものではない。
【０１５３】
　（具体例）
　次に、ナビゲーション装置１の動作の具体例について説明する。なお、本具体例におい
て、ナビゲーション装置１は、自動車に搭載されているカーナビゲーションシステム（以
下、カーナビ）であるものとする。また、地図情報格納部１０１には、地図情報が格納さ
れており、当該地図情報は、図５に示す地点情報を有しているものとする。当該地点情報
は、レコードを一意に特定するためのＩＤと、名称情報（項目名：名称）と、種類情報（
項目名：種類）と、位置情報（項目名：位置）と、滞在時間情報（項目名：滞在時間）と
、色情報（項目名：色）を有する。
【０１５４】
　（例１）
　本例において、時間条件に合致する地点情報の取得の例について説明する。
【０１５５】
　まず、ドライバー（ユーザ）が自動車のエンジンを始動したとする。すると、カーナビ
の電源がＯＮになる。そして、現在位置情報取得部１０５は、現在位置情報の取得を開始
する。また、カーナビは、当該現在位置情報が示す現在位置に対応する地図情報を、地図
情報格納部１０１から取得する。そして、出力部１１１は、当該地図情報を出力する。
【０１５６】
　次に、ドライバーがカーナビを操作し、片道時間を示す時間情報「２：００」を入力し
たとする。当該時間情報は、「２時間」を意味する。すると、受付部１０６は、時間条件
「片道時間≦２：００」を有する地点検索指示を受け付ける。
【０１５７】
　次に、時間条件作成部１０７は、上記地点検索指示が有する時間条件と、自身が保持し
ている時間幅情報とを用いて、時間の幅に関する時間条件を作成する。ここで、時間条件
作成部１０７は、時間幅情報「±０：００」を保持しているものとする。当該時間幅情報
は、時間の幅が「０」であることを意味する。すると、時間条件作成部１０７は、時間条
件「片道時間≦２：００」を取得する。この様に、時間の幅が「０」であることを示す時
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間幅情報を保持している場合、時間条件作成部１０７は、地点検索指示が有する時間条件
をそのまま取得する。
【０１５８】
　次に、時間算出部１０８は、図５の各地点情報について、現在位置からの片道時間を算
出する。このとき、時間算出部１０８は、図５の各地点情報について、現在位置からの経
路を探索することを、経路探索部１０９に指示する。そして、経路探索部１０９は、図５
の各地点情報について、現在位置からの経路を探索し、当該経路を示す経路情報を取得す
る。そして、時間算出部１０８は、経路探索部１０９が取得した経路情報を用いて、片道
時間を算出する。
【０１５９】
　ここで、時間算出部１０８は、図５の各地点情報について、「ＩＤ＝０１１」から順に
、片道時間を示す時間情報「１：４５」、「２：１５」、「３：００」、「２：３０」、
「２：１０」、「１：３０」、「３：３０」、「４：００」、「２：３０」、「２：２０
」、「１：００」、「３：１５」を取得したものとする。
【０１６０】
　次に、地点情報取得部１１０は、上記の１２個の時間情報のうち、どの時間情報が時間
条件「片道時間≦２：００」に合致するか否かを判断する。そして、地点情報取得部１１
０は、図５の「ＩＤ＝０１１」、「ＩＤ＝０１６」、「ＩＤ＝０２１」の３つの各地点情
報に対応する時間情報「１：４５」、「１：３０」、「１：００」が、時間条件「片道時
間≦２：００」に合致すると判断する。そして、地点情報取得部１１０は、当該３つの地
点情報を取得する。
【０１６１】
　また、例えば、ドライバーがカーナビを操作し、往復時間を示す時間情報「４：００」
を入力したとする。当該時間情報は、「４時間」を意味する。すると、受付部１０６は、
時間条件「往復時間≦４：００」を有する地点検索指示を受け付ける。
【０１６２】
　次に、時間条件作成部１０７が、時間幅情報「±０：３０」を保持しているとする。当
該時間幅情報は、時間の幅が「±３０分」であることを意味する。すると、時間条件作成
部１０７は、上記の時間条件が有する時間情報に、当該時間幅情報を加算し、新たな時間
条件「３：３０≦往復時間≦４：３０」を取得する。
【０１６３】
　次に、時間算出部１０８は、上記と同様に、図５の各地点情報について、往復時間を算
出する。具体的に、時間算出部１０８は、上記と同様に、経路探索部１０９が取得した経
路情報から、片道時間を示す時間情報を取得し、当該時間情報を２倍する。この結果、時
間算出部１０８は、図５の各地点情報について、「ＩＤ＝０１１」から順に、往復時間を
示す時間情報「２：３０」、「３：４０」、「３：００」、「２：３０」、「２：４０」
、「３：００」、「４：００」、「６：００」、「５：００」、「４：４０」、「２：０
０」、「４：２０」を取得したものとする。
【０１６４】
　次に、地点情報取得部１１０は、上記と同様に、上記の１２個の時間情報のうち、どの
時間情報が時間条件「３：３０≦往復時間≦４：３０」に合致するか否かを判断する。そ
して、地点情報取得部１１０は、図５の「ＩＤ＝０１２」、「ＩＤ＝０１７」、「ＩＤ＝
０２２」の３つの地点情報に対応する時間情報「３：４０」、「４：００」、「４：２０
」が、時間条件「３：３０≦往復時間≦４：３０」に合致すると判断する。そして、地点
情報取得部１１０は、当該３つの地点情報を取得する。
【０１６５】
　また、例えば、ドライバーがカーナビを操作し、往復滞在時間を示す時間情報「６：０
０」を入力したとする。当該時間情報は、「６時間」を意味する。すると、受付部１０６
は、時間条件「往復滞在時間≦６：００」を有する地点検索指示を受け付ける。
【０１６６】
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　次に、時間条件作成部１０７が、時間幅情報「±１：００」を保持しているとする。当
該時間幅情報は、時間の幅が「±１時間」であることを意味する。すると、時間条件作成
部１０７は、上記の時間条件が有する時間情報に、当該時間幅情報を加算し、新たな時間
条件「５：００≦往復滞在時間≦７：００」を取得する。
【０１６７】
　次に、時間算出部１０８は、上記と同様に、図５の各地点情報について、往復滞在時間
を算出する。具体的に、時間算出部１０８は、上記と同様に、経路探索部１０９が取得し
た経路情報から、片道時間を示す時間情報を取得し、当該時間情報を２倍する。そして、
時間算出部１０８は、当該往復時間を示す時間情報に、図５の地点情報が有する滞在時間
情報を加算する。この結果、時間算出部１０８は、図５の各地点情報について、「ＩＤ＝
０１１」から順に、往復滞在時間を示す時間情報「８：４０」、「７：３０」、「６：５
０」、「８：３０」、「２：４０」、「３：００」、「４：００」、「５：３０」、「６
：００」、「８：２０」、「４：００」、「４：４０」を取得したものとする。
【０１６８】
　次に、地点情報取得部１１０は、上記と同様に、上記の１２個の時間情報のうち、どの
時間情報が時間条件「５：００≦往復滞在時間≦７：００」に合致するか否かを判断する
。そして、地点情報取得部１１０は、図５の「ＩＤ＝０１３」、「ＩＤ＝０１８」、「Ｉ
Ｄ＝０１９」の３つの地点情報に対応する時間情報「６：５０」、「５：３０」、「６：
００」が、時間条件「５：００≦往復滞在時間≦７：００」に合致すると判断する。そし
て、地点情報取得部１１０は、当該３つの地点情報を取得する。
【０１６９】
　（例２）
　本例において、時間条件および絞込条件に合致する地点情報の取得の例について説明す
る。なお、絞込条件格納部１０２には、図６に示す絞込条件が格納されているものとする
。当該絞込条件には、レコードを一意に特定するためのＩＤと、優先順位情報（項目名：
優先順位）とが対応付いている。また、運勢情報格納部１０３には、方位に関するユーザ
の運勢を示す運勢情報「南」と、色に関するユーザの運勢を示す運勢情報「青」とが格納
されているものとする。また、選択情報格納部１０４には、乱数「１７」、「２１」、「
１３」が格納されているものとする。また、地点情報取得部１１０は、図６の絞込条件の
上位３つについて、各々の絞込条件に合致する１以上の地点情報を、時間条件に合致する
１以上の地点情報から取得するものとする。また、地点情報取得部１１０は、例１と同様
の処理を行い、時間条件に合致する１以上の地点情報として、図５の「ＩＤ＝０１１」、
「ＩＤ＝０１３」、「ＩＤ＝０１５」、「ＩＤ＝０１７」、「ＩＤ＝０１９」、「ＩＤ＝
０２１」の６個の地点情報を取得しているものとする。
【０１７０】
　まず、地点情報取得部１１０は、図６の絞込条件のうち、優先順位情報「１」が対応付
いている「ＩＤ＝００１」の絞込条件「運気（方位）」に合致する地点情報を取得する。
そのために、地点情報取得部１１０は、上記の６個の各地点情報について、現在位置から
の方位を算出する。その結果、地点情報取得部１１０は、上記の６個の各地点情報につい
て、順に、方位情報「南」、「北」、「南」、「東」、「南」、「西」を取得したものと
する。
【０１７１】
　次に、地点情報取得部１１０は、上記の６個の方位情報のうち、どの方位情報が方位に
関するユーザの運勢を示す運勢情報「南」に合致するか否かを判断する。そして、地点情
報取得部１１０は、図５の「ＩＤ＝０１１」、「ＩＤ＝０１５」、「ＩＤ＝０１９」の３
つの各地点情報に対応する方位情報「南」、「南」、「南」が、当該運勢情報「南」に合
致すると判断する。そして、地点情報取得部１１０は、当該３つの地点情報を取得する。
【０１７２】
　次に、地点情報取得部１１０は、上記３つの地点情報の取得に用いた図６の「ＩＤ＝０
０１」の絞込条件「運気（方位）」に対応付いている優先順位情報「１」を、取得した３
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つの地点情報に対応付ける。
【０１７３】
　また、次に、地点情報取得部１１０は、図６の絞込条件のうち、優先順位情報「２」が
対応付いている「ＩＤ＝００２」の絞込条件「運気（色）」に合致する地点情報を取得す
る。そのために、地点情報取得部１１０は、上記の６個の各地点情報が有する色情報「赤
」、「青」、「赤」、「白」、「青」、「青」を取得する。
【０１７４】
　次に、地点情報取得部１１０は、上記の６個の色情報のうち、どの色情報が色に関する
ユーザの運勢を示す運勢情報「色」に合致するか否かを判断する。そして、地点情報取得
部１１０は、図５の「ＩＤ＝０１３」、「ＩＤ＝０１９」、「ＩＤ＝０２１」の３つの各
地点情報に対応する色情報「青」、「青」、「青」が、当該運勢情報「青」に合致すると
判断する。そして、地点情報取得部１１０は、当該３つの地点情報を取得する。
【０１７５】
　次に、地点情報取得部１１０は、上記３つの地点情報の取得に用いた図６の「ＩＤ＝０
０２」の絞込条件「運気（色）」に対応付いている優先順位情報「２」を、取得した３つ
の地点情報に対応付ける。このとき、図５の「ＩＤ＝０１９」の地点情報には、上記の処
理により、優先順位情報「１」が既に対応付いている。従って、地点情報取得部１１０は
、当該地点情報には、優先順位情報「２」を対応付けない。
【０１７６】
　また、次に、地点情報取得部１１０は、図６の絞込条件のうち、優先順位情報「３」が
対応付いている「ＩＤ＝００３」の絞込条件「乱数」に合致する地点情報を取得する。選
択情報格納部１０４に格納されている乱数は、「１７」、「２１」、「１３」である。従
って、地点情報取得部１１０は、当該３つの乱数により選択される図５の「ＩＤ＝０１７
」、「ＩＤ＝０２１」、「ＩＤ＝０１３」の３つの地点情報を取得する。
【０１７７】
　次に、地点情報取得部１１０は、上記３つの地点情報の取得に用いた図６の「ＩＤ＝０
０３」の絞込条件「乱数」に対応付いている優先順位情報「３」を、取得した３つの地点
情報に対応付ける。このとき、図５の「ＩＤ＝０２１」、「ＩＤ＝０１３」の２つの地点
情報には、上記の処理により、優先順位情報「１」または「２」が既に対応付いている。
従って、地点情報取得部１１０は、当該地点情報には、優先順位情報「３」を対応付けな
い。
【０１７８】
　以上の処理により取得した地点情報は、図７である。図７に示す様に、２以上の各絞込
条件に合致する地点情報を取得する場合、地点情報取得部１１０は、通常、後に取得する
１以上の地点情報のうち、先に取得した１以上の地点情報と重複する地点情報については
、取得しない。
【０１７９】
　（例３）
　本例において、取得した地点情報の出力の例について説明する。なお、地点情報取得部
１１０は、図７の地点情報を取得しているものとする。また、出力部１１１は、地点情報
に対応付いている優先順位情報が示す順序で、地点情報を出力するものとする。
【０１８０】
　まず、出力部１１１は、地点情報取得部１１０が取得した図７の６個の地点情報を取得
する。そして、出力部１１１は、取得した６個の地点情報を、当該地点情報に対応付いて
いる優先順位情報の昇順にソートする。このとき、出力部１１１は、同じ優先順位情報が
対応付いている地点情報については、ＩＤの昇順にソートする。そして、出力部１１１は
、ソート後の６個の地点情報を、リスト形式で出力する。このときの様子は、図８である
。図８において、出力部１１１は、地点情報が有する名称情報と、地点情報取得部１１０
が地点情報の取得の際に用いた時間情報（時間算出部１０８が取得した時間情報）とを対
応付けて出力している。また、当該時間情報は、往復時間を示す。
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【０１８１】
　（例４）
　本例において、現在位置から、選択された地点情報が示す地点までの経路を示す経路情
報の出力の例について説明する。なお、出力部１１１は、図７の６個の地点情報を図８の
様に出力しているものとする。
【０１８２】
　まず、ユーザがカーナビを操作し、図８において、「γランド」の箇所をタッチしたと
する。すると、受付部１０６は、出力部１１１が出力している図５の「ＩＤ＝０１３」の
地点情報を選択する地点選択指示を受け付ける。
【０１８３】
　次に、経路探索部１０９は、上記の地点選択指示により選択された図５の「ＩＤ＝０１
３」の地点情報を取得する。そして、経路探索部１０９は、現在位置情報取得部１０５が
取得した現在位置情報が示す位置から、図５の「ＩＤ＝０１３」の地点情報が示す地点ま
での経路を探索し、当該経路を示す経路情報を取得する。
【０１８４】
　次に、出力部１１１は、経路探索部１０９が取得した経路情報を、地図情報と共に出力
する。このときの様子は、図９である。図９において、出力部１１１は、現在位置（図９
における現在地）から、Ｂ地点を経由した「γランド」までの経路を示す経路情報を出力
している。
【０１８５】
　以上、本実施の形態によるナビゲーション装置１によれば、ユーザが指定した時間内に
往復することなどが可能な地点を、目的地の候補としてユーザに提示することができる。
また、提示した目的地の候補のうち、ユーザが選択した目的地までの経路案内を行うこと
ができる。
【０１８６】
　また、上記各実施の形態において、一の装置に存在する２以上の通信手段は、物理的に
一の媒体で実現されてもよいことは言うまでもない。
【０１８７】
　また、上記各実施の形態におけるナビゲーション装置は、例えば、スタンドアロンの装
置であってもよいし、サーバ・クライアントシステムにおけるサーバ装置であってもよい
。
【０１８８】
　また、上記各実施の形態において、各処理または各機能は、単一の装置または単一のシ
ステムによって集中処理されることによって実現されてもよいし、あるいは、複数の装置
または複数のシステムによって分散処理されることによって実現されてもよい。
【０１８９】
　また、上記各実施の形態において、各構成要素は専用のハードウェアにより構成されて
もよいし、あるいは、ソフトウェアにより実現可能な構成要素については、プログラムを
実行することによって実現されてもよい。例えば、ハードディスクや半導体メモリ等の記
録媒体に記録されたソフトウェア・プログラムをＣＰＵ等のプログラム実行部が読み出し
て実行することによって、各構成要素が実現され得る。
【０１９０】
　また、上記各実施の形態におけるナビゲーション装置を実現するソフトウェアは、例え
ば、以下のようなプログラムである。つまり、このプログラムは、地点を示す１以上の地
点情報を有する地図情報が格納される地図情報格納部にアクセス可能なコンピュータを、
現在位置を示す位置情報である現在位置情報を取得する現在位置情報取得部と、時間に関
する条件である時間条件を有する指示であり、地点を検索する指示である地点検索指示と
、地点を選択する指示である地点選択指示とを受け付ける受付部と、前記地図情報が有す
る１以上の各地点情報について、前記現在位置情報が示す現在位置と、当該１以上の各地
点情報が示す１以上の各地点との間を移動するに要する時間を算出する時間算出部と、前
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記時間算出部が算出した時間が、前記受付部が受け付けた地点検索指示が有する時間条件
に合致する時間である１以上の地点情報を、前記地図情報格納部から取得する地点情報取
得部と、前記地点情報取得部が取得した１以上の地点情報を出力する出力部と、前記現在
位置情報が示す位置から、前記出力部が出力している１以上の地点情報のいずれかであり
、前記地点選択指示により選択された地点情報が示す地点までの経路を探索し、当該経路
を示す経路情報を取得する経路探索部として機能させるためのプログラムであり、前記出
力部は、前記経路探索部が取得した経路情報をも出力するプログラムである。
【０１９１】
　なお、上記プログラムにおいて、上記プログラムが実現する機能には、ハードウェアで
しか実現できない機能は含まれない。
【０１９２】
　また、上記プログラムは、サーバなどからダウンロードされることによって実行されて
もよいし、所定の記録媒体（例えば、ＣＤ－ＲＯＭなどの光ディスクや磁気ディスク、半
導体メモリなど）に記録されたプログラムが読み出されることによって実行されてもよい
。また、このプログラムは、プログラムプロダクトを構成するプログラムとして用いられ
てもよい。
【０１９３】
　また、上記プログラムを実行するコンピュータは、単数であってもよいし、複数であっ
てもよい。つまり、集中処理を行ってもよいし、あるいは分散処理を行ってもよい。
【０１９４】
　また、図１０は、前述のプログラムを実行して、前述の実施の形態のナビゲーション装
置等を実現するコンピュータシステム９の概観図である。前述の実施の形態は、コンピュ
ータハードウェア、およびその上で実行されるコンピュータプログラムで実現され得る。
【０１９５】
　図１０において、コンピュータシステム９は、ＣＤ－ＲＯＭドライブ９０１１、ＦＤド
ライブ９０１２を含むコンピュータ９０１と、キーボード９０２と、マウス９０３と、モ
ニタ９０４とを備える。
【０１９６】
　図１１は、コンピュータシステム９のブロック図である。図１１において、コンピュー
タ９０１は、ＣＤ－ＲＯＭドライブ９０１１、ＦＤドライブ９０１２に加えて、ＭＰＵ９
０１３と、ブートアッププログラム等のプログラムを記憶するためのＲＯＭ９０１４と、
ＭＰＵ９０１３に接続され、アプリケーションプログラムの命令を一時的に記憶するとと
もに一時記憶空間を提供するためのＲＡＭ９０１５と、アプリケーションプログラム、シ
ステムプログラム、およびデータを記憶するためのハードディスク９０１６と、ＣＤ－Ｒ
ＯＭドライブ９０１１、ＦＤドライブ９０１２、ＭＰＵ９０１３等を相互に接続するバス
９０１７とを備える。ここでは図示しないが、コンピュータ９０１は、さらに、ＬＡＮへ
の接続を提供するネットワークカードを備えていてもよい。
【０１９７】
　コンピュータシステム９に、前述の実施の形態のナビゲーション装置等の機能を実行さ
せるプログラムは、ＣＤ－ＲＯＭ９１０１、またはＦＤ９１０２に記憶されて、ＣＤ－Ｒ
ＯＭドライブ９０１１またはＦＤドライブ９０１２に挿入され、さらにハードディスク９
０１６に転送されてもよい。これに代えて、プログラムは、図示しないネットワークを介
してコンピュータ９０１に送信され、ハードディスク９０１６に記憶されてもよい。プロ
グラムは実行の際にＲＡＭ９０１５にロードされる。プログラムは、ＣＤ－ＲＯＭ９１０
１、ＦＤ９１０２またはネットワークから直接、ロードされてもよい。
【０１９８】
　プログラムは、コンピュータ９０１に、前述の実施の形態のナビゲーション装置等の機
能を実行させるオペレーティングシステム（ＯＳ）、またはサードパーティープログラム
等は、必ずしも含まなくてもよい。プログラムは、制御された態様で適切な機能（モジュ
ール）を呼び出し、所望の結果が得られるようにする命令の部分のみを含んでいればよい
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。コンピュータシステム９がどのように動作するかは周知であり、詳細な説明は省略する
。
【０１９９】
　本発明は、以上の実施の形態に限定されることなく、種々の変更が可能であり、それら
も本発明の範囲内に包含されるものであることは言うまでもない。
【産業上の利用可能性】
【０２００】
　以上のように、本発明にかかるナビゲーション装置は、ユーザが指定した時間内に往復
することなどが可能な地点を、目的地の候補としてユーザに提示することができるという
効果を有し、カーナビゲーションシステム等として有用である。
【符号の説明】
【０２０１】
　１　ナビゲーション装置
　１０１　地図情報格納部
　１０２　絞込条件格納部
　１０３　運勢情報格納部
　１０４　選択情報格納部
　１０５　現在位置情報取得部
　１０６　受付部
　１０７　時間条件作成部
　１０８　時間算出部
　１０９　経路探索部
　１１０　地点情報取得部
　１１１　出力部

【図１】 【図２】
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